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「
わ
が
地
域
を
も
っ
と
良
く
し

た
い
」
そ
ん
な
思
い
を
も
っ
た
人

た
ち
が
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
の
仕
組
み
と
し
て

「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
が
令
和

６
年
度
か
ら
君
津
市
で
始
ま
り
ま

し
た
。

　

小
櫃
地
域
で
も
、
ど
の
よ
う
な

課
題
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
て
い
く
べ
き
な
の
か

を
、
参
加
者
全
員
で
話
し
合
い
な

が
ら
地
域
の
未
来
像
を
描
い
て
い

き
ま
す
。

上総小櫃中学校
校　長　 山﨑　康成

上総小櫃中学校
教　頭　 佐久間　亮

あき

成
なり

小櫃小学校
教　頭　 岡田　豊

小櫃地域市民センター
所　長　 江

え

利
り

角
かく

　英生

①亀山地区です。 
② 野球観戦（千葉ロッテマリーンズが

好きです）、音楽鑑賞（いろいろ聴
きます）、神社仏閣巡り（興味がありますがなかなか足
を運べません。素敵な寺社がございましたら教えてく
ださい）

③ 上総小櫃中学校に着任できたことがとてもうれしいで
す。生まれが亀山ですので、母校はすでになくなって
しまったのですが、母校のような上総小櫃中学校での
勤務はなかなかできない経験だと思います。微力では
ございますが頑張ります！

①君津市の清和地区です。
② 卓球が好きで、中学から大学まで卓

球部に所属していました。試合を見
ることも好きで、卓球のプロリーグ・Ｔリーグの観戦に
行ったこともあります。

③ ３月まで４年間勤務していた南房総教育事務所では
　デスクワークが中心でした。
　４月に、久しぶりに生徒たちと一緒に授業をしたとき、
　 想像以上に高揚感を感じている自分に気づき、先生と

いう仕事が好きであることを改めて実感しました。
　生徒と一緒に楽しい学校生活を送っていきたいです。

① 出身は木更津市です。現在は、袖ケ
浦市に住んでいます。

② 趣味は手ぬぐい集めです。旅先の思
い出として購入していましたが、今ではプレゼントして
くださる方もいて、１５０本程持っています。

③ 管理職ですが、体育を教える機会がありまして、児
童が逆上がりに成功する瞬間に立ち会うことができ
ました。一緒に「できた！」を感じることができて
うれしかったです。これからも様々な活動を通して、
小櫃小の子どもたちと感動を共有していきたいです。

① 生まれは北九州市、育ちは君津市で
す。 

② 読書です。子どもの頃は SF ばかり
読んでいました。中学生の頃からミステリーやファンタ
ジーも読むようになり、外国人作家のものが好きでし
た。最近は、頭を使うと疲れるので、軽めの携帯小説
を読んだりしています。

③ 最近嬉しかったのは、桜の花がたくさん見れたことで
す。小櫃地域ではいろいろな場所に桜が咲いていて、
通勤途中でも桜の花が咲いていてとても綺麗でした。

よ こ が お
この春、小櫃地区に着任された方をご紹介します。

①出身はどちらですか？
②趣味や好きなことを教えてください。
③最近うれしかったことは何ですか？

質 問
項 目

種別 団体名 活　動　内　容 活動日

演
劇
・
音
楽

めんどりの会 人形劇の製作・公演 毎週火

ボンデビュ 演劇練習及び発表 第 2・4 木

和太鼓サークル 和太鼓の練習 毎週金

うたおう♪みんなで 発声練習・斉唱 第 1・3 木

小櫃カラオケ楽友会 歌の集い 年３回
ス
ポ
ー
ツ・ダ
ン
ス・

舞
踊

ピリアロハおびつ フラダンスの練習 月２回月

みのり卓球サークル 卓球を通じて健康維持 毎週水

スマイルエンジェル キッズダンス 毎週水

藤穂会舞踊サークル 舞踊・着装の練習 月 2 回土

体
操
・
健
康

おびつピラティスサークル ピラティスで健康づくり 第 1・3 水

MaMa エアロ 体を動かしてリフレッシュ 第 4 木

ゆるヨガサークル Sugar 女性限定　ヨガのレッスン 第 2・4 木

ひまわり会 健康体操 月３回金

小櫃山歩会 山歩きを楽しむ 年３回

手
工
芸

手仕事サークル 古い物のリサイクルや手工芸 第２火

わくわく倶楽部
クラフトテープを使った作品作
り　※わくわく倶楽部のヨガは
活動休止中

第２土

アートクレイ・クラフト 樹脂粘土を使った作品作り 第 4 金

趣
味
・
教
養

虹の会 ポルトガル語の学習 第１火 
第３火

小櫃絵画サークル 絵画の制作 第 2・4 月

野の花を生ける会 野に咲いている花や木を生ける 第 2 木

粋遊会 ディンプルアートの技術習得 第２土

小櫃健康麻雀サークル 健康麻雀 毎週水

料理 小櫃そば打ち迷人会 そば打ちの練習・試食 第 3 土
パ
ソ
コ
ン

若葉会 パソコン学習 毎週水

希望会 パソコン学習 毎週水

そ
の
他

君津市赤十字奉仕団 里の家 高齢者へ憩いの場を提供 第 1・3 火

小櫃地区社会福祉協議会 おびつスマイルサロン
〝いーね〟 の運営など 第３金

君津市シニアクラブ連合会 
小櫃支部 定例会議を開催 奇数月 28 日

◆ 小櫃公民館　定期利用サークル・団体一覧 ◆

小櫃公民館では様々なサークル・団体が活動しています。
見学もできますので、興味のある活動がありましたら、お気軽に公民館までご連絡ください。

委
員
の
皆
さ
ん
が
話
し
合
い
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。

  

「
地
域
づ
く
り
協
議
会
っ
て
、

気
に
な
る
け
れ
ど
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
っ
て
あ
る
の
か
な
？
」
そ

ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
方
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
運
営
委
員
と
し
て
準

備
会
を
支
え
て
い
る
お
二
人
に
、

参
加
の
き
っ
か
け
や
、
皆
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
い
ま
し
た
。

○
安
藤　

吉
克
さ
ん
（
俵
田
）

　

生
ま
れ
た
小
櫃
に
戻
っ
て
10

年
。
地
域
に
恩
返
し
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
き
、
他
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
の
が
参
加

の
き
っ
か
け
で
す
。
小
櫃
は
と
て
も

居
心
地
が
良
く
、
お
米
も
野
菜
も

美
味
し
い
。
そ
ん
な
小
櫃
の
良
さ

を
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

○
小
泉　

淑
江
さ
ん
（
末
吉
）

　

生
ま
れ
育
っ
た
〝
大
好
き
な
小

櫃
〟
を
も
っ
と
良
く
し
、
み
ん
な

が
帰
っ
て
き
た
く
な
る
地
域
に
し

た
い
と
思
っ
た
の
が
参
加
の
き
っ
か

け
で
す
。
小
櫃
を
も
っ
と
良
く
し
て

い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
声
が
大
事
で
す
。
ぜ
ひ
、
あ

な
た
の
想
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
み
た

い
」「
小
櫃
を
元
気
に
盛
り
上
げ

た
い
」「
こ
れ
か
ら
も
小
櫃
に
住

み
続
け
た
い
」
そ
ん
な
思
い
を

抱
い
て
い
る
方
は
、
準
備
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

気
軽
な

気
持
ち
で
、
ま
ず
は
あ
な
た
の
想
い

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　

℡
35
―
２
４
８
８

　
「
お
び
つ 

あ
そ
ん
べ
食
堂
」
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
〝
み
ん
な

の
居
場
所
〟
で
す
。

　

５
月
20
日
㈫
の
お
試
し
開
催
に

は
60
名
以
上
の
方
が
参
加
し
、
に

ぎ
や
か
で
温
か
な
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。
運
営
に
は
中
学
生
や

地
域
住
民
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
団
体
や
多

く
の
皆
さ
ま
か
ら
食
材
の
ご
寄
付

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
的
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
組
織
改
正
に
よ

り
、
公
民
館
職
員
と
小
櫃
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
職
員
が
併
任
と
な
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

〈
写
真
下
段
右
か
ら
〉

　

齊
藤
と
も
子
（
用
務
員
）

　

島
津　

愛
広
（
職　

員
）

　

藤
平　

裕
子
（
館
長
兼
副
所
長
）

　

會
澤　

直
也
（
職　

員
）

　

反
町　

磨
希
（
用
務
員
）

〈
写
真
上
段
右
か
ら
〉

　

平
野　

泰
徳
（
職　

員
）

　

江
利
角
英
生
（
所　

長
）

　

安
達　

花
梨
（
職　

員
）

　

協
議
会
の
発
足
に
向
け
て
、
３

月
19
日
に
準
備
会
キ
ッ
ク
オ
フ
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
の
第
２
回
準
備
会
で

は
、「
理
想
の
小
櫃
地
域
の
姿
」

に
つ
い
て
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
出
し
合
い
、

世
代
ご
と
に
分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ

で
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
回
の
準
備
会
の
運
営
は
、
参

加
者
の
有
志
で
構
成
さ
れ
た
運
営

地
域
の
た
め
の

地
域
の
た
め
の

地
域
づ
く
り
協
議
会

地
域
づ
く
り
協
議
会

協
議
会
設
立
準
備
会
が
ス
タ
ー
ト

協
議
会
設
立
準
備
会
が
ス
タ
ー
ト

地域のこれから 

みんなで考えよう！

地域のこれから 

みんなで考えよう！
小櫃地区地域づくり協議会設立準備会小櫃地区地域づくり協議会設立準備会小櫃地区地域づくり協議会設立準備会 がスタートしましたがスタートしましたがスタートしました

一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

始
ま
り
ま
し
た

始
ま
り
ま
し
た

地
域
食
堂

地
域
食
堂

お
び
つ

お
び
つ  

あ
そ
ん
べ
食
堂

あ
そ
ん
べ
食
堂

運
営
委
員
の
方
へ

　
　 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

運
営
委
員
の
方
へ

　
　 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

職
員
を
紹
介
し
ま
す
！

職
員
を
紹
介
し
ま
す
！

キックオフ会議に参加した皆さん

グループ発表の様子（第2回準備会）

�

次
回
開
催
日
時
な
ど
、
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
！
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令和７年６月19日（木）

昨
年
は
、
小
櫃
公
民
館
開
館
50

周
年
に
際
し
、
各
種
行
事
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
令
和
７
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
編
集
委
員
一
同
、
小
櫃

地
区
の
発
展
の
た
め
、
今
年
度
も

取
材
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

 （
荒
）

　

コ
ア
ラ
ル
ー
ム
は
、
親
子
が
集

い
交
流
で
き
る
場
所
で
す
。
子
ど

も
が
夢
中
に
な
れ
る
お
も
ち
ゃ
と
、

悩
み
を
聞
い
て
く
れ
る
先
生
が
あ

な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
利
用
者
の
声

コ
ア
ラ
ル
ー
ム
は
ど
ん
な
場
所
？

　

家
で
一
人
で
子
ど
も
を
見
る
の

が
大
変
な
時
、
来
た
く
な
る
場
所

で
す
。
お
も
ち
ゃ
も
た
く
さ
ん
あ

り
、
先
生
が
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ

ま
す
。

コ
ア
ラ
ル
ー
ム
の
魅
力
は
？

　

先
生
方
が
優
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

と
て
も
話
し
や
す
く
、
つ
い
色
々

と
相
談
し
て
し
ま
い
ま
す
。

●
先
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

ど
う
ぞ
気
軽
に
、
た
く
さ
ん
雑

談
し
ま
し
ょ
う
！　

赤
ち
ゃ
ん
連
れ

で
大
歓
迎
で
す
。
お
母
さ
ん
同
士

が
楽
し
く
過
ご
し
、
友
達
作
り
が

で
き
る
場
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

◎�

「
老
人
憩
い
の
家
す
え
よ
し
」

廃
止

　

地
域
の
高
齢
者
に
憩
い
の
場
を

提
供
し
て
き
た
「
老
人
憩
い
の
家

す
え
よ
し
」
が
、
令
和
７
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
10
年
に
開
館
し
、
25
年
以
上

に
わ
た
り
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
老
朽
化
や
設
備
の
故
障
に
よ

り
、
令
和
６
年
９
月
か
ら
臨
時
休

館
と
な
り
、
そ
の
後
廃
止
が
決
定

し
ま
し
た
。
地
域
の
住
民
か
ら
は

「
近
所
で
、
ゆ
っ
た
り
と
湯
船
に

つ
か
れ
る
場
所
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
の
は
残
念
」
と
廃
止
を
惜
し

む
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◎�

小
櫃
小
学
校
前
の
歩
道
橋
撤
去

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
小

櫃
小
学
校
前
の
老
朽
化
し
た
歩
道

橋
が
撤
去
さ
れ
、
新
た
に
信
号
機

  

「
お
び
つ
だ
よ
り
」
は
住
民
編

集
委
員
と
公
民
館
職
員
が
協
力
し
、

地
域
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

（
編
集
委
員
）

本
忠
　
　
實　
　

賀
恵
渕

齊
藤
　
勝
幸　
　

箕　

輪

荒
井
　
文
雄
　　

山　

本

森
　
　
弘
子　
　

戸
崎
二

田
邊
奈
穂
子　
　

末　

吉

「
お
び
つ
だ
よ
り
」

編
集
委
員
を
ご
紹
介
！

と
呼
ば
れ
る
深
井
戸
掘
削
技
術
が

用
い
ら
れ
ま
し
た
。

上
総
掘
り
は
、
竹
ひ
ご
の
先
端

に
鉄
管
を
つ
け
て
上
下
さ
せ
る
こ

と
で
地
下
を
掘
り
進
め
、
２
～
３

人
の
人
力
だ
け
で
１
０
０
０
メ
ー

ト
ル
も
の
深
さ
を
掘
る
こ
と
が
で

き
る
優
れ
た
技
術
で
す
。

何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
で
す

が
、
そ
れ
が
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど

の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、

あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
「
小
櫃
の
水
」
の
動
画
は
公
民

館
ロ
ビ
ー
で
の
上
映
の
ほ
か
動
画

配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
！

▼ 

地
域
行
事
の
撮
影
や
取
材
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
・
団
体
は

小
櫃
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

℡
35
―
２
４
８
８ 

「
小
櫃
の
水
」

生
活
や
農
業
に
欠
か
せ
な
い
水
。

特
に
稲
作
で
は
先
人
た
ち
が
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
山
の
水

を
溜
め
る
方
法
や
、「
川
止
め
」

に
よ
っ
て
河
川
の
水
位
を
上
げ
、

取
水
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
取
水
が
難
し
い

俵
田
な

ど
の
地

域
で
は
、

明
治
中

期
以
降
、

灌
漑
用

の
井
戸

が
多
数

掘
ら
れ
、

「
上
総

掘
り
」

（
小
櫃
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
）

山　

本　

明
田
　
成
一
　
会　

長

西
原
一　

林
　
　
浩
二

西
原
二　

鈴
木
　
新
二
　

賀
恵
渕　

飯
塚
　
幸
夫　

副
会
長

戸
崎
一　

齊
藤
　
静
雄
　
監　

事

戸
崎
二　

髙
木
富
士
雄　

戸
崎
三　

重
田
　
好
規

岩　

出　

波
多
野
京
子

寺　

沢　

川
名
　
光
広　

青　

柳　

松
本
　
昌
之

箕　

輪　

栗
原
　
昭
彦

上
新
田　

田
中
　
秀
明

俵　

田　

小
倉
　
治
男　

監　

事　

末　

吉　

鳥
飼
　
眞
一

三　

田　

大
野
　
敏
明　
　

長
谷
川　

葉
山
　
秀
夫　

会　

計　

小
櫃
台　

江
澤
　
嘉
実

（
教
育
委
員
）

教
育
委
員　

小
倉
　
洋
一　

俵　

田

（
社
会
教
育
委
員
）

委　

員　

岡
部
佐
和
子　

西
原
一

（
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）

副
委
員
長　

丸
山
由
起
子　

俵　

田

委　

員　

木
下
　
和
弘　

小
櫃
小

委　

員　

本
忠
　
順
子　

末　

吉　

委　

員　

三
橋
　
一
文　

戸
崎
一

（
小
櫃
の
元
気
な
こ
ど
も
を
育
て
る
会
）

会　

長　

渡
邊
　
　
護　

長
谷
川

（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
小
櫃
支
部
）

会　

長　

飯
田
　
朝
夫　

箕　

輪

副
会
長　

手
島
　
定
雄　

長
谷
川

（
日
赤
奉
仕
団
小
櫃
分
団
）

分
団
長　

塩
田
美
和
子　

戸
崎
二

副
分
団
長　

渡
辺
　
文
子　

三　

田

（
小
櫃
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

会　

長　

平
田
　
正
典　

寺　

沢

（
上
総
小
櫃
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ・（
小
櫃
地
区
））

代　

表　

片
倉
　
貴
司　

三　

田

（
小
櫃
地
区
青
少
年
相
談
員
）

会　

長　

前
田
　
修
司　

末　

吉

副
会
長　

鳥
海
　
大
輔　

寺　

沢

副
会
長　

増
田
　
健
二　

岩　

出

（
消
防
団
）

副
団
長　

栁
井
　
明
良　

末　

吉

第
4
支
団
長　

渡
辺
　
俊
雄　

三　

田

副
支
団
長　

田
中
　
泰
貴　

西　

原

副
支
団
長　

増
田
　
友
和　

俵　

田

支
団
付
部
長　

鳥
海
　
靖
友　

寺　

沢

支
団
付
部
長　

森
　
　
将
紘　

戸
崎
二　

支
団
付
部
長　

篠
宮
　
正
訓　
木
更
津
市

第
26
分
団
長　

松
崎
　
秀
也　

戸
崎
二

第
28
分
団
長　

貝
保
　
賢
司　

三　

田

（
小
櫃
地
区
民
生
児
童
委
員
）

会　

長　

吉
野
　
國
雄　

長
谷
川

副
会
長　

川
名
　
　
馨　

賀
恵
渕

副
会
長　

齊
藤
卯
女
子　

西　

原

（
主
任
児
童
委
員
）

　
　
　
　

小
泉
　
正
枝　

末　

吉

　
　
　
　

小
沢
　
行
江　

戸
崎
一

（
小
櫃
振
興
会
）

会　

長　

栁
井
　
範
佳　

末　

吉

副
会
長　

塩
谷
　
保
幸　

賀
恵
渕

副
会
長　

田
邊
　
光
男　

長
谷
川

（
小
櫃
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

会　

長　

長
谷
川
勝
之　

賀
恵
渕

副
会
長　

荒
井
　
文
雄　

山　

本　

（
交
通
安
全
協
会
小
櫃
支
部
）

支
部
長　

時
田
　
秋
彦　

山　

本

（
防
犯
協
会
小
櫃
支
部
）

支
部
長　

栁
井
　
範
佳　

末　

吉

副
支
部
長　

粕
谷
喜
久
夫　

三　

田

副
支
部
長　

山
田
　
高
志　

長
谷
川

副
支
部
長　

宮
崎
　
洋
史　

戸
崎
三

（
君
津
市
体
育
協
会
小
櫃
支
部
）

支
部
長　

三
橋
　
一
文　

戸
崎
一

小
櫃
ま
る
ご
と
博
物
館

―
趣
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

い
ち
ば
ん
好
き
な
の
は
、
植
木

や
盆
栽
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
で
、

始
め
て
か
ら
50
年
以
上
が
経
ち
ま

し
た
。
手
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ

ど
奥
深
く
、
日
々
心
を
込
め
て
庭

木
や
盆
栽
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
と
し
て
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
自
宅
に
お
隣
さ
ん
を
招
い
た

際
、
庭
か
ら
砂
ぼ
こ
り
が
舞
い
、

そ
の
方
の
顔
に
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
す
。「
庭
に
植
木
を
植

え
て
み
た
ら
ど
う
か
」
と
勧
め
ら

れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

手
入
れ
し
た
盆
栽
や
花
々
は
、

自
分
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
に
も

見
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
、

公
民
館
へ
展
示
し
て
い
ま
す
。

―
サ
ニ
ー
工
芸
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い

　

現
在
も
代
表
を
務
め
て
い
る

「
サ
ニ
ー
工
芸
」
で
は
、
化
粧
品

の
箱
な
ど
の
紙
製
品
や
、
布
製
品

を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
23
歳
の
と
き
に

「
森
山
玩
具
製
作
所
」
を
設
立
し
、

金
属
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
な
ど
を

手
が
け
て
い
た
の
で
す
が
、
円
高

の
影
響
で
海
外
か
ら
の
受
注
が
途

絶
え
、
残
念
な
が
ら
倒
産
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、「
人

の
た
め
に
な
る
仕
事
が
し
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
紙
・
布
製
品

を
扱
う
サ
ニ
ー
工
芸
を
新
た
に
創

業
。
資
金
が
限
ら
れ
る
な
か
で
も
、

流
行
を
捉
え
な
が
ら
、
粘
り
強
く

挑
戦
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
で

も
製
品
棚
な
ど
は
自
作
し
、
社
員

が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

―
今
の
暮
ら
し
と
元
気
の
秘
訣

　

い
ち
ば
ん
楽
し
い
の
は
、
植
木

や
盆
栽
に
向
き
合
っ
て
い
る
時
間

で
す
。
高
い
と
こ
ろ
に
登
る
の
は

危
な
い
で
す
が
、
命
綱
を
つ
け
て

登
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
不
思

議
と
元
気
に
な
り
ま
す
。

　「おびつびと」では小櫃地区在住の、特技や好きなことに取
り組んでキラキラと輝いている方を紹介しています。
　今回は、季節の鉢物を公民館に飾ってくださる森山さんに
お話を伺いました。88歳の今も、自ら創業した「サニー工芸」
の社長として活躍されています。

　

元
気
の
秘
訣
は
、
90
歳
を
超
え

た
妻
が
用
意
し
て
く
れ
る
食
事
や
、

小
櫃
の
自
然
、
き
れ
い
な
水
の
あ

る
暮
ら
し
で
す
。
小
櫃
川
の
流
れ

や
、
戸
崎
の
山
を
眺
め
る
時
間
が

と
て
も
好
き
で
す
。

―
み
な
さ
ん
へ
伝
え
た
い
こ
と

　

大
切
に
し
て
い
る
言
葉
の
ひ
と

つ
に
、「
人
と
人
と
の
関
係
は
歯

車
だ
。
自
分
も
合
わ
せ
な
い
と
回

ら
な
い
よ
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
周
り
と
歩
調
を
合
わ
せ
て

い
く
こ
と
が
大
事
と
い
う
意
味
で

す
。

　

ま
た
、「
人
生
に
は
上
り
坂
、

下
り
坂
、
そ
し
て
〝
ま
さ
か
〟
が

あ
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
自

身
も
〝
ま
さ
か
〟
を
経
験
し
て
き

ま
し
た
。
若
い
方
々
に
は
、「
ダ

メ
も
と
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
恐

れ
ず
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
学
歴
や
環
境
に
関
係
な
く
、

粘
り
強
く
、
前
を
向
い
て
進
ん
で

ほ
し
い
で
す
。

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
道
路

は
多
く
の
児
童
が
通
学
に
利
用
し

ま
す
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
は
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

★�

紙
面
で
は
ご
紹
介
し
き
れ
な

か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
写
真
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
！
　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

小

動動

櫃櫃

きき

の

令和7年度

各
種
団
体
役
員・委
員
紹
介

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
へ
！

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
へ
！

コ
ア
ラ
ル
ー
ム
へ

コ
ア
ラ
ル
ー
ム
へ

遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

歩道橋撤去前現在の様子

森山　實さん
（賀恵渕）

子育て支援室コアラルーム子育て支援室コアラルーム
君津市末吉437-1（小櫃保育園内）
☎0439‒35‒4503

開室日：月・水・金　利用時間：９時～１５時

インタビュー全文
と、コアラルーム
についての
詳細はこちら！

自噴井戸（岩出）自噴井戸（岩出）


